
●
8
月
11
日 

「
オ
ペ
ラ 

日
蓮
」
鑑
賞
　
新
国
立
劇
場

●
8
月
28
日	

啓
運
寺
柳
沼
晃
道
上
人
遷
化
　

9
月
4
日

通
夜
、
5
日
荼
毘
式

●
9
月
1
日	

関
東
大
震
災
第
1
0
0
回
忌
　
於 

猿
江
別
院

●
9
月
10
日	

棚
経
報
告
会

●
9
月
19
日	

東
茶
会
　
宮
武
慶
之
先
生
懸
釜

●
9
月
23
日	

秋
季
彼
岸
会
　
中
日
合
同
法
要

●
9
月
29
日	

鍋
島
客
殿
保
存
会
（
上
記
参
照
）

●
10
月
2
日	

桐
蔭
席
　
於 

京
都
東
山
太
閤
坦

	
	

当
住
上
人
懸
釜
❶

●
10
月
14
日	

啓
運
寺
柳
沼
晃
道
上
人
本
葬

●
10
月
29
日 

「
伊
東
深
水
没
後
50
年
・
勝
田
深
氷
同
10
年
記

念
企
画
「
引
き
継
が
れ
る
画
業
」

	
	

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
　
長
崎
平
戸
❷

●
11
月
3
日	

宗
祖
第
7
4
1
遠
御
忌
御
会
式
❸

●
11
月
5
日	

竹
灯
籠
能
「
小
鍛
冶
」
・
落
語
会

　
　	

	

高
座
の
前
に
、
春
風
亭
一
之
輔
師
匠
と
当
住

上
人
は
、
当
山
向
か
い
の
永
隆
寺
様
へ
三
遊

亭
円
生
の
墓
参
り
に
訪
れ
る
❹
。
そ
の
後
、

落
語
会
が
開
か
れ
、
前
座
の
貫
い
ち
「
看
板

の
一（
ピ
ン
）
」
、
一
之
輔
師
匠
に
よ
る
「
雛

鍔
（
ひ
な
つ
ば
）
」
、「
く
し
ゃ
み
講
釈
」
を

披
露
。
引
き
続
き
、
浅
見
慈
一
師
に
よ
る
竹

灯
籠
能
「
小
鍛
冶
」
を
演
じ
た 

。
❺
❻

●
11
月
6
日	

鰻
割
烹
「
あ
つ
み
」
主
人 

葉
山
常
司（
理
覚

院
法
修
日
常
信
士
88
歳
）
氏
逝
去

	
	

当
山
に
て
13
日
通
夜
、
14
日
葬
儀

●
11
月
12
日	

河
口
湖
・
常
在
寺
8
0
0
年
慶
讃
法
要

●
11
月
29
日	

東
京
ブ
デ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ
東
日
本
大
震
災

第
13
回
忌
慰
霊
法
要
　
於 

塩
竈
・
雲
上
寺
❾

●
12
月
8
日	

沼
津
大
本
山
光
長
寺
塔
頭
・
西
之
坊
落
慶
式

●
12
月
10
日	

歴
代
上
人
報
恩
法
要
・
永
代
経
法
要
・
正

3 尺×4尺＝6基
3尺×3尺＝6基
2尺×2尺＝8基

詳細は当山までお問い合わせ
ください。

新規墓所
ご 案 内

法要のご案内 （別紙参照）

孟蘭盆会施餓鬼法要

節分会追善式（豆まき）・正隆会

春季彼岸中日法要

7月16日（日）　

2 月3日（金）

3月21日( 火・祭　春分の日）

コロナウイルス感染の拡大防止のため、感染対策を十分に行い奉修いたします。

鵠沼・晴明庵	 11 月 23 日	御報恩会式
桑港・日蓮教会	 8 月 7 日	 理事会
猿江・猿江別院	 8 月 11 日、10 月 20 日、12 月 15 日  写経会

妙壽寺客殿保存会
第３回委員会開催の報告
　９月 29 日、客殿大広間で開催された第３回保存委員会はコロ
ナ禍で 3年ぶり、昨年、残念なことに内田祥哉委員長（東京大
学名誉教授・新本堂建設委員長）が天寿を全うされ *、その重任
を引き継がれた坂本功新委員長（日本建築防災協会理事長）は
木構造の専門家です。
　保存と利活用のみならず、造園設計者の松本恵樹さんが境内
整備デザインと寺町通りからの路地の街並みを提案、烏山商店
連合会副理事長の田中省一氏（檀家世話人）が地域からみた寺町
の話、後藤治委員（工学院大学理事長）からは伝統建築のメン
テナンス管理にこそ BIM** をというアドバイスもあり、そして
ご住職は近代和風のプラットフォーム作りをと、多彩な話題で
あっという間の２時間でした。

三浦清史（客殿保存委員会 委員、こうだ建築設計事務所）

初座：午前11時　第二座：午後 2時　動物諸霊法要：正午

新孟蘭盆会法要（新盆）　午前11時
孟蘭盆会法要　午後 2時　動物諸霊法要：正午

一
周
忌	

令
和
四
年

三
回
忌	

令
和
三
年

七
回
忌	

平
成
二
十
九
年

十
三
回
忌	

平
成
二
十
三
年

十
七
回
忌	

平
成
十
九
年

二
十
三
回
忌	

平
成
十
三
年

二
十
七
回
忌	

平
成
九
年

三
十
三
回
忌	

平
成
三
年

三
十
七
回
忌	

昭
和
六
十
二
年

四
十
三
回
忌	

昭
和
五
十
六
年

四
十
七
回
忌	

昭
和
五
十
二
年

五
十
回
忌	

昭
和
四
十
九
年

百
回
忌	

大
正
十
三
年

令和五年 年回表

境内情景

❶❶

❷❷

❸❸

❾❾

❹❹

❽❽

❼❼

❺❺❻❻

伐採 御会式桜

晩
秋
の
平
戸
の
海
の
波
髙
し

塩
釜
の
造
り
酒
屋
の
師
走
酒

討
ち
入
り
の
講
談
の
声
響
き
け
り

極
月
の
廣
尾
の
寺
の
成
道
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴉
鵠

隆
会
年
末
唱
題
行

●
12
月
14
日	

中
央
義
士
会
　
於 

高
輪
泉
岳
寺

●
12
月
18
日	

大
阪
藤
井
寺
松
井
孝
翔
師
結
婚
式

俳句事始

51No.

妙 寿 寺 の 心 の テ ラ ス に 集 う

季刊『寺楽寿』は東京都世田谷区北烏山の法華宗（本門流）
本覺山妙壽寺が発行する寺報です。

檀信徒の皆さまをはじめ、妙壽寺にご縁のある皆さまに
広くお読みいただければ幸いです。

当山先々代三吉日照上人の提唱による
当山スローガンです
揮毫＝大本山本興寺御閑士大平日晋上人

本覺山　妙壽寺　〈法華宗（本門流）〉 
〒157－0061　東京都世田谷区北烏山 5－15－1
電話 03－3308－1251　FAX.03－3308－7427
ホームページ　http://myojyuji.or.jp令和 5年 1月 1日発行

　

妙
壽
寺
の
動
物
廟
の
供
養
を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
伊
東
妙
潤
と
申
し
ま
す
。

　

私
が
当
山
に
伺
う
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
現
ご
住
職
の
奥
様
、
久
美
夫
人
と
学
生
時
代
か
ら
の
乗
馬
仲
間
だ
っ

た
こ
と
で
し
た
。
初
め
は
愛
犬
を
連
れ
て
遊
び
に
伺
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
に
お
寺
の
行
事
の
お
手
伝
い
に
伺
う

よ
う
に
な
り
、や
が
て
週
一
度
伺
う
よ
う
に
な
っ
た
次
第
で
す
。
で
す
か
ら
お
寺
と
私
の
縁
を
繋
い
で
く
れ
た
の
も
馬
と
犬
、

す
な
わ
ち
動
物
だ
っ
た
わ
け
で
す
。

　

そ
し
て
15
年
位
前
の
あ
る
日
、
ご
住
職
に
今
度
お
寺
に
動
物
廟
が
で
き
る
の
で
す
が
、
そ
ち
ら
の
供
養
を
し
て
い
た
だ

け
ま
せ
ん
か
と
お
話
を
い
た
だ
き
、
幼
い
頃
か
ら
た
く
さ
ん
の
動
物
と
接
し
て
、
そ
の
命
も
見
送
っ
て
き
た
私
は
、
是
非

や
ら
せ
て
下
さ
い
と
申
し
あ
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
法
華
宗
の
教
師
養
成
特
別
講
習
会
に
参
加
し
て
資
格
を
取
得
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

初
め
は
本
堂
の
下
階
の
小
さ
な
部
屋
か
ら
は
じ
ま
り
、今
は
管
理
棟
二
階
お
よ
び
庭
の
合
同
廟
に
た
く
さ
ん
の
わ
ん
ち
ゃ

ん
、
猫
ち
ゃ
ん
、
兎
、
珍
し
い
と
こ
ろ
で
は
ア
ラ
イ
グ
マ
な
ど
が
仲
間
に
加
わ
り
、
賑
や
か
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ご

住
職
が
法
要
で
塔
婆
を
読
む
際
、
ア
ラ
イ
グ
マ
を
さ
て
ど
う
読
む
か
悩
ま
れ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

核
家
族
化
の
現
代
、
ペ
ッ
ト
は
家
族
同
様
、
私
も
そ
う
で
し
た
が
動
物
の
最
期
ま
で
一
生
懸
命
生
き
よ
う
と
す
る
姿
を

見
て
命
の
尊
さ
や
そ
の
繋
が
り
へ
の
感
謝
な
ど
、
動
物
た
ち
は
た
く
さ
ん
の
事
を
私
た
ち
に
教
え
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

動
物
廟
の
庭
は
久
美
夫
人
が
手
入
れ
を
さ
れ
て
い
る
薔
薇
や
四
季
の
花
々
が
咲
き
、
今
は
蜜
柑
の
実
が
色
づ
い
て
ま
い

り
ま
し
た
。
時
折
楽
し
そ
う
に
遊
ん
で
い
る
わ
ん
ち
ゃ
ん
の
姿
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
春
秋
の
お
彼
岸
、
お
施
餓
鬼
、
御

会
式
に
は
動
物
廟
で
も
法
要
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
、
是
非
妙
壽
寺
動
物
廟
に
一
度
足
を
お
運
び
下
さ
い
ま
せ
。

No.8リレーコラム

動物廟春秋  当山徒弟 伊東妙潤

令
和
五
年
元
旦

「華の宴」（一双屏風）　中村美希画　猿江別院蔵

て
ら
に
っ
き

寺
日
記

1 月 7 日	 初題目・勉強会「日蓮紀行」拝読 23　

2 月 3 日	 節分会追儺式（豆まき）

3 月 11	日	 勉強会「日蓮紀行」拝読 24

4 月 8 日	 勉強会「日蓮紀行」拝読 25

5 月 6 日	 猿江稲荷春季大祭

6 月 10 日	 勉強会（内容未定）

7 月 8 日	 写経会

　当山では、毎月第2土曜日午後2時よ
り月例講正隆会を開催しております。仏教
や法華経についての勉強会や写経会、また
ウォーキング課外活動を行っています。檀
信徒、ご友人どなたでも参加できます。例
会では、毎回1時半より正隆廟墓前法要
を奉修しております。

午後 2時開催

新型コロナウイルス感染拡大防止のため離隔距離をとり、実施いたします。

当住上人
の
宗務院宗務院 diarydiary

8/19
　～25	 北海道教学講習会　担当部長：当住上人

9/7
　～9 	 教学研究所総会　（オンライン会議）

9/14	 聖誕800年記念法要準備会　於 京都大本山本能寺
10/3
　～5	 東京教学講習会

10/7	 全日本仏教徒大会　於 身延山 ❼❽　
10/26	 内局会議、聖誕800年記念法要準備会
11/9	 全仏理事会（オンライン会議）
12/8	 内局会議　　於 沼津西之坊
12/19
　～20	 宗務院研修旅行・内局会議（兵庫県）

*　寺楽寿 47、48 号参照。
** 	ビルディングインフォメーションモデリング。建築の形状、要素、数量、

価格など多角的な属性のデータベースで、三次元モデルで表現されるこ
とが多く、その情報が簡単に取り出せるシステム。

猿江別院御写経会 2月９日(木)・4月13日(木)

2月16日（木）	 宗祖聖誕800年記念法要　
	 於 京都大本山本能寺（宗門僧侶にて奉修）

3月10 日（金）	 東日本大震災法要　
	 於 茂原大本山鷲山寺（宗門僧侶にて奉修）

5月 6日（土）	 猿江大祭法要　於 猿江別院

※毎回、13時～19時　参加費：500円

予告



　

謹
み
敬
っ
て
南
無
開
迹
顕
本　

法
華
経
常
住
一

体
三
宝
諸
尊
諸
天
善
神　

殊
に
は
當
山
別
当
上
行

体
内
猿
江
稲
荷
大
明
神　

末
法
下
種
之
大
導
師
宗

祖
日
蓮
大
聖
人　

師
孝
第
一
日
朗
聖
人　

本
山
開

基
日
像
聖
人　

日
春
日
法
両
聖
人　

日
弁
聖
人　

法
華
宗
再
興
弘
通
唱
導
師
日
隆
聖
人　

法
運
中
興

日
朝
日
忠
聖
人　

妙
壽
寺
開
基
日
受
上
人
開
山
日

崇
上
人　

己
來
歴
代
如
法
弘
通
の
先
師
聖
人
等　

来
臨
影
嚮
知
見
照
覧
の
妙
壽
寺
猿
江
別
院
の
御
宝

前
に
於
い
て
法
筵
を
設
け
追
悼
の
誠
を
捧
げ
奉
る

　

今
を
去
る
九
十
九
年
前
の
本
日
（
九
月
一
日
）

午
前
十
一
時
五
十
八
分　

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・

九　

更
に
同
等
の
余
震
二
度　

十
分
間
に
亘
る
激

震
と　

そ
の
後
に
発
生
し
た
火
災
は　

二
日
間

に
亘
り
燃
え
続
け　

東
京
市
六
十
四
万
棟　

約

六
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
四
十
万
棟
が
全
焼

　

首
都
東
京
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
せ
ま
し
た

　

取
り
分
け　

現
在
の
両
国
近
く
の
被
服
廠
跡
は

避
難
し
た
人
の
家
具
が
類
焼
し　

四
万
人
の
人
々

が
命
を
落
と
さ
れ　

現
在　

東
京
都
慰
霊
堂
と

な
っ
て
お
り
ま
す

　

当
時　

妙
壽
寺
は
當
山
先
々
代
顕
隆
日
照
上
人

が
住
職
で
あ
り　

伝
え
聞
く
処
に
よ
れ
ば　

上
人

は　

お
堀
端
の
生
命
保
険
会
社
を
訪
れ
昼
食
を
約

し
て
ビ
ル
を
出
た
途
端
の
激
震　

ご
一
緒
の
予
定

の
檀
家
で
畏
友
の
平
川
豊
次
郎
氏
（
謙
徳
院
正
養

日
豊
居
士
）
は　

ビ
ル
の
倒
壊
に
よ
り
死
去
さ
れ

た
の
で
あ
り
ま
す

　

一
方　

猿
江
の
當
山
は　

折
か
ら
の
強
風
に
よ

る
火
災
に
よ
り
全
焼　

留
守
を
守
る
お
弟
子
職
員

あ
る
人
々
の
姿
で
あ
り
ま
す

　

本
日
茲
に　

関
東
大
震
災
百
回
忌
を
迎
え　

夥

し
い
方
々
の
殉
難
横
死
精
霊
位
及
び
関
連
死
精
霊

位
に
追
善
回
向
し
復
興
に
立
ち
あ
が
り
し
多
く
の

人
々
に
敬
意
と
感
謝
を
捧
げ
ま
す

　

そ
し
て　

百
年
後
の
私
共
が
見
舞
わ
れ
て
お
り

ま
す　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
災
禍
と
不
等
な
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
犠
牲
者
ま
た　

阪
神
・
東
日
本
大

震
災
等　

自
然
災
害
に
よ
る
殉
難
横
死
諸
霊
位
を

追
悼
供
養
し　

本
宗
の
掲
げ
る
一
天
四
海
皆
帰
妙

法
御
題
目
総
下
種
運
動
に
励
ま
ん
こ
と
を
誓
い　

世
界
平
和
を
祈
念
申
し
上
げ
る
も
の
で
あ
り
ま
す

本
門
八
品
上
行
所
傳
本
因
下
種 

の 

南
無
妙
法
蓮

華
経

　

令
和
四
年
九
月
一
日

　
　
　
　

法
華
宗
妙
壽
寺
第
二
十
七
世

　
　
　
　
　

猿
江
別
院
別
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❶	関東大震災第百回忌追悼法要（令和 4年 9月1日　猿江別院）
❷	地上げ工事をする猿江時代の本堂
❸	猿江旧地から墓石搬出の現場
❹	市外烏山村へ移転。昭和 3年頃、原っぱであった様子がよくわかる。
	 奥の建物、鍋島客殿の前で、順次墓石を移設中の様子。現在の縁の塔（えにしのとう）
方向よりの撮影。この後、旧仮本堂等が移築される。

❺	昭和 4年、妙壽寺本堂客殿庫裡落慶法要。

＊ 令和 4年の法要以外の写真❷〜❺はAIの技術により、モノクロからカラー（イメージ）
　に再現しております。

関東大震災殉難殃死諸霊位
第百回忌追悼法要

令和四年九月一日　於妙壽寺 猿江別院
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　本年 9月 1日 ( 防災の日 ) は、関東大震災から 99 年、第百
回忌を迎えました。
　当山四百年余の歴史の中で、この震災により、猿江から現在
地に移転するという英断、大きな転換の契機となりました。こ
の大災害により、近現代における都市東京は、この後には東京
大空襲の戦災を経て、現在の繁栄に至りますが、その所々には、
多くの方々の生命財産が失われました。
　当山は平成 29年再建の猿江別院にて、関東大震災第百回忌
を奉修し、有志のご参列をいただき、追悼文にて殉難横死諸霊
位に追善の誠を捧げました。

❸❸

❹❹

❺❺

❷❷

❶❶


